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慶
尚
北
道
の
西
部
地
域
に
位
置
す
る
亀
尾
市

は
、
面
積
六
一
六
h
と
ソ
ウ
ル
特
別
市
よ
り
少
し

広
く
、
人
口
三
七
万
四
六
一
四
人
、
二
邑
六
面
一

九
洞
（
注
1
）
の
行
政
区
域
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
二
・
五
％（
約
一
万
人
）の
人
口
増
加
を

見
せ
て
お
り
、
市
民
の
平
均
年
齢
が
三
一
歳
と
い

う
非
常
に
若
い
都
市
で
す
。
交
通
面
で
は
京
釜

線
鉄
道
、
京
釜
高
速
道
路
が
通
過
し
、
二
〇
〇
八

年
に
は
京
釜
高
速
鉄
道
が
亀
尾
圏
域
に
整
備
さ

れ
、
高
速
鉄
道（
Ｋ
Ｔ
Ｘ
）停
車
駅
の
完
成
に
よ

り
、
人
・
物
流
の
拠
点
地
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
理
的
に
は
、

公
園
管
理
分
野
で
は
国
内
初
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
を
取
得
す
る
な
ど
韓
国
の
自
然
保
護
運
動

の
発
祥
の
地
と
な
っ
た
金
烏
山

ク
ム
オ
サ
ン

道
立
公
園
、
天チ

ョ
ン

生セ
ン

山サ
ン

、
太
祖
山

テ
ジ
ョ
ン
サ
ン

に
囲
ま
れ
た
洛
東
江

ナ
ク
ト
ン
ガ
ン

が
市
内
を
南

北
に
流
れ
、
豊
か
な
水
資
源
を
活
用
し
た
農
工

業
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

亀
尾
市
の
財
政
規
模
は
五
五
〇
二
億
ウ
ォ
ン

（
一
般
会
計
三
七
一
四
億
ウ
ォ
ン
、
特
別
会
計
一

七
八
八
億
ウ
ォ
ン
）と
財
政
自
立
度
（
注
2
）
が
五

四
・
一
%（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
現
在
）と
財
政

的
に
豊
か
な
都
市
で
あ
り
、
亀
尾
市
内
に
造
成

さ
れ
て
い
る
亀
尾
国
家
産
業
団
地
を
中
心
に
年

間
生
産
額
四
九
兆
ウ
ォ
ン
、
二
〇
〇
五
年
に
は
三

〇
五
億
ド
ル
の
輸
出
を
行
い
、
韓
国
の
総
輸
出
額

（
二
八
四
六
億
ド
ル
）の
約
一
一
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

亀
尾
国
家
産
業
団
地
は
一
九
六
九
年
、
政
府

の
輸
出
奨
励
政
策
に
よ
り
造
成
が
始
ま
り
ま
し

た
。
一
九
七
二
年
に
第
一
団
地（
三
五
万
坪
）、

一
九
八
八
年
に
は
第
二
団
地（
六
九
万
坪
）、
一

九
八
七
〜
一
九
九
三
年
に
は
第
三
団
地（
一
四
五

万
坪
）が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
初
期
の
生
産
製
品

は
白
黒
テ
レ
ビ
、
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
繊
維
製
品
が

主
で
し
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
カ
ラ
ー
テ

亀
尾
市
の
概
要

飛
躍
す
る
産
業

ソウル

亀尾市古き良き伝統が今でも残る慶尚北道
キョンサンプット

亀尾
ク ミ

市は新羅仏教の発祥地であり、
朝鮮時代の儒教の基礎が築き上げられた場所としても知られています。
1960年代後半に亀尾国家産業団地が造成され始めてから著しい経済発展
を遂げ、2005年には行政革新最優秀地方自治体として大統領賞を獲得し
ました。

ソウル事務所長補佐 能登　晶子（鳥取県派遣）

韓国

c金烏山道立公園。取材で訪れた日も多くの観光客と登山客でいっぱ
いでした

（
注
１
）邑
・
面
は
地
域
の
規
模
・
形
態
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

日
本
の
町
・
村
に
相
当
す
る
が
、
基
礎
自
治
団
体
で
あ
る
市
・
郡

の
下
部
行
政
単
位
で
あ
る
。
ま
た
、
洞
は
市
の
下
部
行
政
単
位

で
あ
る
。

（
注
２
）財
政
自
立
度（
％
）＝（
地
方
税
＋
税
外
収
入
）

一
般
会

計
歳
入
総
計：

韓
国
の
財
政
分
析
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
る
、

日
本
の「
自
主
財
源
比
率
」と
よ
く
似
た
指
標
。

慶尚北道亀尾市

÷



点
化
を
目
的
と
す
る「
デ
ジ
タ
ル
電
子
情
報
技
術

団
地
」、
中
小
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
対
象
に

土
地
を
安
く
提
供
す
る「
国
民
賃
貸
産
業
団
地
」

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
企
業
に
と
っ
て
最
適
な
環

境
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
三
月
現

在
七
〇
％
ま
で
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
住

し
や
す
い
団
地
を
目
的
に
、
第
四
団
地
の
一
〇
％

を
商
業
・
住
宅
用
地
、
三
四
％
を
学
校
・
公
園
な

ど
の
公
共
施
設
用
地
と
し
て
分
譲
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
企
業
専
用
団
地
に
は
既
に
外
国
企
業

が
入
居
を
始
め
て
お
り
、
旭
硝
子
、
東
レ
な
ど
の
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レ
ビ
、
半
導
体
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
通
信
装
備
な
ど

に
変
化
し
、
現
在
は
Ｔ
Ｆ
Ｔ
Ｌ
Ｃ
Ｄ（
薄
型
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
液
晶
ディ
ス
プ
レ
イ
）や
移
動
電
話
、
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
団
地

に
は
サ
ム
ソ
ン
、
Ｌ
Ｇ
電
子
、
そ
の
関
連
企
業
な

ど
七
〇
〇
以
上
の
企
業
が
入
居
し
、
約
七
万
人

の
労
働
者
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
九
九

六
年
か
ら
は
総
事
業
費
六
〇
二
〇
億
ウ
ォ
ン
を

か
け
て
、
第
四
団
地（
一
九
〇
万
坪
）を
造
成
し
、

亀
尾
国
家
産
業
団
地
は
内
陸
最
大
の
産
業
団
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
亀
尾
市
は
市
内
に
あ
る
金
烏
工
科
大

学
と
の
官
学
提
携
に
よ
る
亀
尾
産
業
技
術
情
報

セ
ン
タ
ー（
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
）を
設
立
し
、
亀
尾
地
域

中
小
企
業
の
新
技
術
開
発
に
必
要
な
国
内
外
の

最
新
先
端
産
業
技
術
情
報
の
提
供
、
優
秀
技
術

の
資
産
化
な
ど
積
極
的
な
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
既
存
団
地
の
高
度
化
支
援
、
研
究
開

発
と
先
端
技
術
開
発
機
能
を
支
援
す
る
革
新
ク

ラ
ス
タ
ー
を
構
築
す
る
た
め
、
亀
尾
電
子
技
術
研

究
所（
Ｇ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
）を
設
立
し
、
企
業
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

亀
尾
第
四
団
地
は
一
九
九
六
年
か
ら
着
工
に

取
り
か
か
り
、
電
子
、
情
報
通
信
、
半
導
体
な
ど

一
五
種
の
先
端
産
業
や
環
境
保
全
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
企
業
に
限
り
入
居
を
許
可
し
て
い
ま

す
。
韓
国
水
源
公
社（
土
地
分
配
）と
韓
国
産
業

団
地
公
団（
団
地
管
理
）、
亀
尾
市（
総
括
管
理
、

企
業
誘
致
支
援
）の
三
団
体
が
体
系
的
に
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
第
四
団
地
は
大
邱
・
慶
尚
北
道

地
域
唯
一
の「
外
国
人
企
業
専
用
団
地
」、
電
子

情
報
通
信
産
業
の
技
術
集
約
型
未
来
産
業
の
拠

c団地内にあるＬＧ電子工場の展示ブース c亀尾国家産業団地図

亀
尾
第
四
団
地

c亀尾第４団地計画図
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日
本
企
業
も
進
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の

沖
電
気
と
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
電
子
が
共
同
出
資
し
て

設
立
さ
れ
た
半
導
体
メ
ー
カ
ー
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
も
入

居
し
て
い
ま
す
。

亀
尾
市
に
は
現
在
五
〇
〇
〇
人
の
外
国
人
労

働
者
が
住
ん
で
お
り
、
外
国
人
労
働
者
の
生
活
を

支
援
す
る
福
祉
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

亀
尾
市
に
外
国
人
福
祉
支
援
チ
ー
ム
を
設
け
、
通

訳
支
援
、
医
療
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
日
本
の
滋
賀
県
大
津
市
を
は
じ
め
、
中
国
・

遼
寧
省
藩
陽
市
、
湖
南
省
長
沙
市
、
オ
ラ
ン
ダ
・

ア
イ
ン
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
市
、
メ
キ
シ
コ
・
メ
キ
シ
カ

リ
市
、
キ
ル
ギ
ス
・
ビ
シ
ケ
ク
市
の
五
カ
国
六
都

市
と
姉
妹
提
携
を
結
び
、
行
政
交
流
に
と
ど
ま
ら

ず
、
文
化
交
流
、
青
少
年
交
流
な
ど
活
発
な
国
際

交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
第
四
団
地
の
入
居
が
完
了
す
る
と
、
三

万
人
の
労
働
者
創
出
と
一
〇
万
人
の
人
口
増
加

に
よ
り
亀
尾
市
は
人
口
五
〇
万
人
を
突
破
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
今
後
大
き
な
経
済
成
長
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
労
働
者
が
亀

尾
市
に
定
住
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
三
〜
四
年

の
周
期
で
労
働
者
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
か
ら
人

口
の
流
動
が
激
し
い
こ
と
も
問
題
と
し
て
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
亀
尾
市
は
こ
の
よ
う
な

問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
人
口
五
〇
万
人
都

市
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
日
本
の
自
治
体
と
交
流
を
希
望

し
て
お
り
、
定
住
支
援
対
策
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
対
し
て
地
方
自
治
体
が
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
技
術
的
・
行
政

的
な
面
で
の
情
報
交
換
・
交
流
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

亀
尾
市
一
帯
は
古
代
伽
耶（
加
羅
）文
化
と
新

羅
仏
教
が
初
め
て
伝
わ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
朝
鮮

時
代
に
編
纂
さ
れ
た
地
理
書「
八
域
志
」に
は「
朝

鮮
人
材
の
半
分
は
嶺
南（
慶
尚
北
・
南
道
地
域
）

か
ら
、
ま
た
嶺
南
人
材
の
半
分
は
一
善（
現
在
の

亀
尾
市
善
山
）で
あ
る
」と
書
か
れ
て
い
る
ほ
ど
、

昔
か
ら
著
名
な
儒
教
学
者
、
多
く
の
憂
国
の
志

士
、
セ
マ
ウ
ル
運
動
の
創
始
者
で
あ
る
朴
正
煕

パ
ク
チ
ョ
ン
ヒ

大

統
領
な
ど
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
地
域
で
も

あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
農
産
物
が
多
く
、
山
水
が
清

ら
か
で
、
豊
か
な
人
情
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
き
て

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

今
回
の
取
材
に
当
た
り
、
亀
尾
市
副
市
長
金キ

ム

聲ソ
ン

經ギ
ョ
ン

氏
を
は
じ
め
投
資
通
商
課
の
皆
様
、
取
材
に

同
行
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
投
資
通
商
課
投
資

誘
致
主
任
朴
勍
　

パ
ク
キ
ョ
ン
ミ
ン

氏
に
は
大
変
貴
重
な
時
間
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に

c亀尾市内にある大津市との友好交流を記念して作られた「友好の庭園」

亀
尾
市
の
国
際
交
流
―
友
好

交
流
都
市
を
探
し
て
い
ま
す

c造成中の亀尾第4団地。敷地内には下水道処理施設もあります


